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言1 三三電閏委文

【1】次の値を求めよ。

①sinlO5ocosl5｡

②sin5｡sinl25｡+sin5｡sin245｡+sinl25｡sin245。

I

【2] A+B+C=2汀のとき，次の等式が成り立つことを証明せよ。

§inA寺菖inB寺sinC=4sin;sin:Sin;
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I
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【3】次の方程式を解け。

(1) cos28=sine (0≦e<2万）

｛::鯛鯛《‘≦"<,",≦"<‘"，（2）

’
1

【4】次の不等式を解け。

(1) sine<sin3eを解け。ただし， 一万≦e≦汀

－ 1■■■■■

(2) sin発一､/3cos"<､/2 (0≦犯＜汀）

－3－
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【5】次の問いに答えよ。

①jj=4sin2範－3sinXcosX+2cos2節の最大値，最小値を求めよ。

②0。≦8≦180°のとき, sine+cose-2sinecoseの最大値，最小値

を求めよ。

【6】 Zに関する方程式2sinx+cos2冗一α=0 (ただし, 0≦葬<27r)は，

α＝7－のとき，異なる3個の実数解をもち， イ[~－]＜α＜ｳにうのとき，

異なる4個の実数解をもつ。
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【7】 αを0≦α謡2万をみたす定数とし，実数邦の関数

ノ（苑)-sin"+sin(邦一α)+sin(韓－2α）

について

(1) kを適当な定数として， J(%)=ksin(難一α）と表せることを示せ。

（2） ノ(苑)の最大値をM(G)とするとき, 1≦M(G)≦2であるためにαの

みたすべき条件を求めよ。

’

【8】平面上においてA, Bを2定点とする。点Pが竺APB=q(一定）と

なるように動くとき,AP+BPの最大値をαと線分ABの長さ↓を用いて

表せ。
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言2 才旨委文i当委文一 女寸委文鳫ヨ塗

【9] A=log4(10g34), B=log3(1og43),

(1) A+Cの値を求めよ。

②大小の順を定めよ。

c=log4(log43)のとき

次の方程式・不等式を解け。

logjr(2一発)+log2("+1)=1

(log4")2=log28"

【10】

（1）

（2）

(3) logc24郷≦logc(3－郷）

－6－
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【11】不等式lOgzy2+lOgyZ2≧5を満たす点(x, y)の存在する範囲を図示せ

よ。
9

I

’

【12】実数α， α， βの間にαβ=108, (log!0d)(log!06)=q2-6αなる関

係がある。 ノ

（1） αのとりうる値の範囲を求めよ。

②K=α八・ 10B,ただしA=lOg,06, B=62+ab (6は実数）とする。

αとbが独立に変化するとき,Xの最小値を求めよ。
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SS垂 ラリ

【13】次のような2つの等差数列がある。

A: 2, 5, 8, 11,…, 899

B: 10, 18, 26, 34,…, 802

(1) AとBとに共通にふくまれる数は，初夏一L公雪一司の等差数列

（2） その数列の末項は局

（3） その数列のうちで，最小のものはAおよびBのそれぞれ第に－順およ

び第仁二ｺ項で,最大のものはAおよびBのそれぞれ鯛一m頁および第

「一一渡

(4) AとBとに共通にふくまれる数列の和は[司

【14】等比数列α1， α2， α3， α‘， α5について，
5

c,+Q5=738, EQc=1089, Qi>Qi+! (i=1, 2, 3,4)
L＝1

が成り立つとすれば， α1＝[ニニユ。2＝[二二]q3=｢~~-1

α4＝[ニユα5=[==可である。
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【15】数列α1， α2，…, 010は等差数列で，その和は10,

は340である。

（1）数列の初項と公差を求めよ。

（2） この等差数列の異なる2項の積の総和を求めよ。

各項の2乗の和
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【16】数列α1， α2， α3， …， α"， .“のはじめの几項の和S"はn3-2n2

+3nである。

（1） an（几≧1）を求めよ。

（2） この数列の奇数項だけからなる数列α1, C3, a5, ･.., O2n-ID…の

はじめのn項の和Tnを求めよ。
｜

(3) 6&-7F+丁Tk+1-.吟I (偽≧1)とするとき,&TLを求めよ。E,bk
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〕

【17】分数を次のように並べた数列を考える。

1 2 1 3 2 1 4 3

2， 3， 3’ 4， 4’ 4， 5， 5’
９

２
－
５
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１
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↑

５
’
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申e●

(畷は初めから数えて第何項目にあるか。
②初めから数えて第666項目にある分数は何か。

③初項から第666項目までの和を求めよ。

【18】数列αl, Q2, 03,…を次のように定める。

q,=1, 02=g3=2, a4=G5=q6=3, ･･･

(1)与えられた自然数nに対して, 0i=nとなるようなZの範囲を求めよ。

(2) mを自然数とするとき， この数列の初項から第2m2項までの総和を求

めよ。
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’
【19】すべての自然数刀についての次の不等式を証明せよ。

（1） 3”＞刀2

②"("+1)1響旦>1og,0 (1･2･3…..…7z)

１
１

【20】任意の自然数几に対して次の等式が成り立つことを証明せよ。

一些十一些十…十 1 －一+_些十…．
1×2 3×4 （2几－1）×2n n+1 n+2

‐一+_些十…＋
(2几－1）×2n n+1 n+2

一d■■■

n+rl
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【21】 。,=,, C,i+!=Cnsin28+4c･s2'('=9<;)で定義されてい2

る数列{cn}について

（1）一般項anを求めよ。

（2）すべての几についてαn<CJU+lとなるようなeの範囲を求めよ。

α”＝2α”-1＋3α”-2 （力≧3）を満【22】数列｛α"｝はα】＝1， α2＝6，

たす。

（1） α”をα”_！で表せ(〃≧2)。

②一般項α”を求めよ。

’

’

’
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【23】 虻I=11, y,=1, ""+,=6""+5yn, yn+,=""+2y"(Iz=1,

2， 3，…）で定められる数列{""1, {yn}がある。

（1）数列｛鞄n－5yn}の一般項を求めよ。

（2）数列｛難"｝の一般項を求めよ。

（3）数列{yn}の一般項を求めよ。

I

I

【24】 。, bを整数9 nを正の整数として(｡＋､/2b)"=p"+､/2砧お

く。ただし, pn, qnは整数とする。

このとき（α－，/2b)"=p"一､/2qnであることを数学的帰納法を

用いて示せ。

I

１
１

I

I

I
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１
１
１言4 徒食うう‐巷

【25】次の問いに答えよ。

(1) lim坐』=-1, lim坐竺=2が成り立つような整式ノ(蛇)のうち，
其→2虻－2 x→3苑－3

次数が最も低いものを求めよ。

（2）関数J(Jc)= 3"2-(α－3)苑－1 について，
αエ2-(302-1)苑－3a

，唯
》
》

｜
ロ
ロ
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１
１
１

lim（元)は存在しない。
諾→I

lim/(")=-上である。
妃→I 8

limj.(")は正の数であり，
莞→I

3

その値は｢－－ｺで

１

１

【26】関数ノ(難)＝α虻2+b"+cは｜虻｜≦1で｜J(ェ) |≦1をみたし

ている。

（1） ｜/'（1） ｜≦4を示せ。

（2） ｜/'（1） ｜＝4となる.f(")をすべて求めよ。

I

I

ｈ０ＩｌＩｒ卜■ｒ日日１９００Ｊ■Ｌ０６も７Ｌ■１１１ｌｂⅡ９１４口■ＩＩＩＩｌｌｌ９ＢＨＪ‐ｊ１’０日・’９１■■二日■Ⅱ８４４６９日００■■■■■■ⅡⅡ９１
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【27】放物線γ＝錐2の上に異なる2点A(s, s2), B(f, t2)をとる。それ

ぞれの点における接線の交点をCとし,4ABCの重心をPとする。

(1) Pの座標を求めよ。

(2) A, Bがこの放物線上を動くとき(A≠B), Pの存在する範囲を巽y平

面上に図示せよ。

【28】 3次関数ブ（冗）＝αx3+6x2+cx+d (ただしα>0)において，

／'（元）＝0が相異なる2実数解α， β(ただしα＜βとする)をもつとき，

ブ(範)の極大値と極小値の差は（β一α)3のアに一コ倍に等しい。したがって，

関数元3－灘2－xの極大値と極小値の差はイ声］である。

-15-
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【29】 ブ（弾)＝”3＋宛－1とする。

（1）方程式メ（節）＝0は，ただ1つの実数解αをもち， 0＜α＜，であるこ

とを示せ。

②正の数βが， β4＋β－1＝0をみたすならば， α＜βであることを示せ。

ｌ
ｉ
ｌ
ｐ

I

【30] 4次関数/(x)="4+2px2+49艶が極大値をもつような実数p, 9

の範囲を求めよ。
’

1

-16-
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【31】点A(2,Q)を通って，曲線y="3に3本の接線が引けるようなαの値

の範囲を求めよ。

【32】任意の韓に対して,不等式COS3冗一Sin3"+COS%-SinX+Sin"COS節≦2

がなりたつことを証明せよ。

-17-
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gら誼ラナ垂
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【33】整式ノ(虻)－邦3+0%2+b"+Cが任意の2次式g(")に対して，

|W~@-'をみたしている｡このと薑｡ ‘ ｡を求めよ。

｜

“等式,(")-30"･"'ルェ)‘" ‘(ゞ)=3'"‘寺"〃("》‘ｪゞ
みたす関数メ(x), g(x)を求めると, /(x)=[ニコズ2+30", g(")=30X2

+｢~-]x

-18-
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関数ノ(蛇)が次式で与えられているとき，次の問いに答えよ。

′《悪)-伽") ' ‘-"'‘‘
定義域を0<"<1として， /（鄭)を計算せよ。

(1)の場合について， '(韓)の極値を求めよ。

定義域を0≦犯≦2として， ノ(邦)のグラフの概形をかけ。

個'の場合について＃蝋)"を計算せよ。

【35】

(1)

(2)

(3)

､ （4）

【36】 ブ（記）＝妬2(”＋1）とする。 2次関数g(x)はg(-1)='(-1),

g(1)=r(1), g(a)=r(a)をみたす。ただし， αは実数で, | fz I<1

である。

('} $(.)-II ''(')-g(")'."…よ。
②S(a)の最小値を求めよ。

-19-
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’
【37】次の間に答えよ。

（1）次の公式を証明せよ。ただし， α,βは実数とする。

I

I

["-｡)《蕊-'9)d"-:《β-q)3一

(2)点(2， 4)を通り，傾きがαである直線の方程式を求めよ。

(3) (2)で求めた直線と曲線γ＝(苑－1）2＋2とが囲む図形の面積Sを求め

よ。

(4) (3)で求めた面積Sが最小となるような傾きαを求めよ。

【38】曲線C:y=|"2－3苑’一邦と直線L :y=m犯は原点以外に2つの

交点をもっているとする。このとき

(1) mの値の範囲を求めよ。

(2) Cと↓とで囲まれた2つの部分の面積が等しくなるmを求めよ。

I

1
4

1

I

－20－
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【39】曲線C: y=X3-葬上の点Pにおける接線がj , Pの元座標αは正である。

(1) JがCと再び交わる点をQ, y軸と交わる点をRとする。線分PRの長さ

をLI,線分RQの長さをL2とするとき，比L, :L2を求めよ。

②Cとjとで囲まれた図形において, y軸の右側にある部分の面積をS,,

y軸の左側にある部分の面積をS2とする。比S, :S2を求めよ。

【40】 4次曲線C: y=X4-2X3-3X2+4について

①曲線C上の点A(2, -8)における接線Iの方程式を求めよ。

②直線／はA以外の点Bにおいて曲線Cに接している。 Bの座標を求めよ。

⑧曲線Cと直線／によって囲まれた部分の面積を求めよ。

-21-
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【41] (1)だ円簔十差=1 (｡,b>0)において2点A(-0,0), B(0,
0)をとる。線分AB上に勤点Pをとり, Pを通ってy軸に平行な直線を

考える。この直線からだ円によって切りとられる線分をQRとする。QR

を1辺とする正三角形QRSを邦y平面に垂直にたてる。点PをAからB

まで動かしたとき,4QRSが通過してできる立体の体積Vを求めよ。

(2) c>0, b>0がα+b=6の関係式をみたすとき, (1)で求めたVを最

大にするαとそのときのVの値を求めよ。 １
１
I

、
■
９
１
６
，
６
■

I

’

1

｜

’
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ｌ

！【42】半径γの半球が地平面上にある。

太陽が仰角8のとき， この半球に 6.太陽
● 骨 岳

I
i

よりひかげになる部分の体積

めよ。ただし，半球の内側は

ない。 I
’

I

’
■

■

■

■

■

■

■

Ｄ
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【43】 （1） α＞0とする。直線y=0発と放物線y2=Q2虻とで囲まれる図形

を発軸, y軸のまわりにそれぞれ回転してできる2つの回転体の体積を求

めよ。

（2） (1)で求めた2つの回転体の体積が等しくなるようなαの値を定めよ。

’

【44】放物線ツーx2をy*llの周りに回転してできる曲面があり, y軸が水平面

に垂直でy軸の正の部分が上方にあるようにおいてある。その曲面の中に半径

γ(γ>;)の球を落とし込む｡｡のとき二の回転面と球面とで囲まれた部
分の体積を求めよ。
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